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令和 7 年 7 月 11 日 

 

 

 東員町議会 

 議長  南部 豊 様 

 

 

 東員町議会議員  三林 浩  

 

 

研修報告書 

 

研修期間 

令和 7年 7月 2日（火） 

～ 令和 7 年 7 月 3 日（水） 【2 日間】 

研修（視察）先 
① 福井県 おおい町 

② 石川県 津 幡 町 

目的（テーマ等） 
① 議会改革・通年議会 

② 能登半島地震における町と議会の対応について 

参加議員名 

（複数の場合） 
全員協議会 

資料添付の有無 有  ・  無 

 

※ 研修概要、内容、所感などは、次ページにご記入ください。 
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〔議員氏名：三林 浩 〕研修概要、内容、所感 

◎ 福井県 おおい町 

１ 研修概要 

１） 歓迎のあいさつ・・・大井町議会議長 原田 和美  

２） 東員町議会挨拶・・・東員町議会議長 南部 豊 

３） 出席者自己紹介 

４） 研修内容 

（１）議会改革・通年議会 

（２）質疑応答・意見交換会 

（３）その他 

５） お礼のあいさつ・・・東員町議会副議長 川瀬 孝代 

 

２ 所感 

   議会改革に必要なのは、議長、副議長、議会運営委員会の委員長が同じ方向の考

え方で進めないと議会改革は進展しないと言っていたことを今回もそれを実行して

いることに感服しました。 

   また、おおい町議会では改革として施行しただけで終わるのではなく、どうした

ら町民のためになるかなど PDCA サイクルを幾度も回し続けていることが、素晴ら

しいと感じました。それと比較すると本町は、形式に拘り過ぎて中身が伴わないよ

うに思います。この課題を解消するには、丁寧な説明が必要とおおい町議会は言っ

ていました。その通りだと私も思いますし、議会改革（通年議会）の進め方はある

程度方向性を示した中で、どうしたら出来るのか、不安な要素などを取り上げて丁

寧な説明を持って進めていきたいと思います。 

 

◎ 石川県 津幡町 

１ 研修概要 

１） 歓迎のあいさつ・・・津幡町議会議長 八十嶋 孝司 

２） 東員町議会挨拶・・・東員町議会議長 南部  豊 

３） 出席者自己紹介 

４） 研修内容 

（１）能登半島地震における町と議会の対応について 

（２）質疑応答・意見交換会 

（３）その他 

５） お礼のあいさつ・・・東員町議会副議長 川瀬 孝代 

 

２ 所管 

   ここ津幡町は豪雨災害及び大地震による災害が令和 5 年と令和 6 年に発生しまし

た。不適切かもしれませんが、この体験で多くのものを無くし、本当の意味での豪

雨災害や地震災害の脅威が身をもって知ったと思います。言い方を変えれば、災害

に対して「災害に強いまち」を作ることが出来るのではないでしょうか。 
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本町も「災害に強いまち」と言われていますが、大きな災害には遭遇していません。 

   私は「災害に強いまち」ではなく「災害が少ないまち」の方が的確だと思ってい

ます。本当の意味で「災害に強いまち」にするには、もっと深く色んなことを想定

しながら取り組む必要があると津幡町の話を聴いて感じました。 

   先ずは、本町の議会の役割を検証し、規則、要綱などを見直すことが先決と思い

ます。そのためには、PDCA サイクルをしっかり回して取り組みたいと思います。 

 

 

                                    以上 

 


